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ウッドショックを機に 
国産木材需要喚起へのご提案 

 
木材の年輪や節を活用した教育の可能性 

 
 
                          中級コース 

中根 正道（あいち環境塾11 期生） 
 
 
1. 現状の把握（課題認識） 

今回のウッドショックを機に サプライチェーンの脆弱
性を改善しサプライチェーンの強化に向けた対策を提案 
 
問 題 点  私 有 林 管 理 状 態 よ り 

 
日本の７割が森林であり、その６割が私有林であるにも
か か わ ら ず 自 分 の 山 を 知 ら な い 。 
従 っ て  維 持 管 理 者 の 不 在 状 態 ！ 
切ったら植える。育ったら活かす。 
 
 

※経産省のWebページより 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 20 年後に向けての提言の概要 
C O V I D -19 後の世界▶全て国民は健康で文化的な最低限度の
生活を営む権利を有する。 
適材適所適任者育成 
 
Nbs（Nature based Solution）「緩和戦略」から「適応戦略」へ 
 
※2021/10/16あいち環境塾 第7日目 涌井史郎 ご講師より 



3. 提案の内容 
【木材有効活用と文化の継承を通じたESD】 
体感型の展示場の側面を持つ古式ゆかしいデザインの武道
場建設による国産木材需要喚起と循環経済への移行を促進
する技術革新へ向けての人材育成を武道の持つ作法と技法、
技能と技術の伝承という特性にて推奨する。 
 
 
 
 
 
 
 

4. 提案実現のための具体的な取り組み（アクションプラン）と実現可能性 
文科省と厚生省の放課後子供教室の実態を
踏まえて公共施設の有効活用を更に研鑽す
る。 
全国 1 万 4281 館の公民館を木造で建て替え，
武道場のような機能を持たせる。 
武道場と剣道教室と定年退職後の剣道高段
者の有効活用により持続可能な開発のため
の教育を促進する。 
特に、教師が足りない、校舎が足りない、
放課後の居場所がない学童がいるような地
域は、愛・地球博のあった地域である。老
若男女、健常者から障害者までジェンダー

フリーの運動競技の振興はSociety5.0 のニーズにマッチし実現可能性が大きいと思われる。 
 
※平成29年2月20日全国児童福祉主管課⾧会議  
放課後子供総合プランに関する文部科学省の取り組み より 
 
5. 波及効果 

健康で文化的な最低限度の生活には仲間づくりが重要で
ある。少子高齢化問題、孤独死の問題、自殺率の問題、
その他様々な社会問題解決へ向けて波及効果は大きいと
思われる。 
全日本剣道連盟の理念に則り、また、その執行部の人事
とも協働し、エコツーリズム、スポーツツーリズム、グ
リーンツーリズムへの波及効果が考えられる。 
愛知県下の産業振興への波及効果も大きい。三州瓦、中
部の木材、空調音響の新技術、割れにくいガラス、まだ
まだあると思われる。 

循環経済への移行に関する更なる技術革新への人材育成を通じて、家庭でのカーボンニュートラ
ル（脱炭素プロシュウーマー）への広報を兼ねるという波及効果が大きい。 
 
温故知新の事業により、自然エネルギー❌蓄電池（脱炭素プロシューマー）やバイオ燃料開発



等 ものづくりあいちの今を伝える社交場は、納得社会への橋渡しとなる可能性を秘める。 
民間企業【名鉄】の博物館明治村無声堂の持つ価値を自治体【愛知県】が活かした未来を担う人
材育成事業【武道】は、持続発展社会に向けて道理教育の実践を通じた ESD 教育現場づくりとして

国家百年の大計をなす波及効果を導くものである。 

 
※第五次環境基本計画の概要と地域循環共生圏の概要より 
※令和２年 4 月 1 日 全日本剣道連盟《基本計画》 次世代への継承に向けてより 
 
6. 最終報告会における議論 
  
「ウッドショックを機に国産木材需要喚起へのご提案」   
 
愛知県 ，   
国産木材のニーズを高めることの重要性は大きく同意するところ  
Q．生産側にどのようなアプローチをすると，国産材利用は促進していくのか   
Ａ．林道の整備，山への金銭的支援   
 公共的な地元財利用への促進，岡崎の例   
Ｒ．補助金等のアプローチしかないのか，すでにやられているとは思うが，，，  入澤先生，   
Ｑ．例えば，テニスの競技人口と施設の数から比較すると，過剰なように感じるが   
Ａ．国の武道として，生かして，活かしていかないといけない 。  
Ｒ．熱い思いがあるのはわかるが，これはあくまで一つの例   
 
中級アドバイザー講師 小林先生，   
剣道への熱い思いを加味した発表であった  。 
公共施設への国産の木材利用を発揚するひとつの報告であった。カーボンニュートラルとの兼ね
合いから案としてはよい 。ＥＳＤなどさまざまなものを掛け合わせた一つのアイディアである   

中級コース講評 近藤先生 

林業の担い手をどう確保するか？日本の農業は様々な補助金が25%程度，アメリカは 70%ほとも
ある。農業の価値，食糧自給の価値，を重視しているから林業の価値はどれほどなのか？公民館
の数や使われ方コミュニティの場の在り方は議論しないといけない。価値創造を整理して議論し
ないといけない。 


